
白島石油備蓄株式会社 

Ⅰ 法人の概要（令和 3 年 7 月 1 日現在） 

1 所 在 地    東京都千代田区神田錦町二丁目 9 番地 

2 設 立 年 月 日    昭和 56 年 6 月 8 日 

3 代 表 者    代表取締役社長  成田 克史（令和 3 年 6 月 29 日就任） 

4 資 本 金    100,000 千円 

5 北九州市の出資金    5,000 千円（出資の割合 5.0％） 

6 役 職 員 数 

 
人    数 

合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員  6 人 0 人 0 人  6 人 

 常 勤  5 人 0 人 0 人  5 人 

 非常勤  1 人 0 人 0 人  1 人 

職 員 83 人 0 人 0 人 83 人 

 

 

Ⅱ 令和２年度事業実績 

令和 2 年度における我が国経済は見通しが不透明な中、昨年度末頃に発生した新型コロナウイルス感染

症が世界各国へ広がり、我が国経済にも深刻な影響を及ぼした。 

このような中、白島石油備蓄㈱は、（独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構（以下「機構」という。）と

の平成 30 年度から令和 4 年度までの 5 ヵ年に亘る白島国家石油備蓄基地操業に係る業務委託契約（以下

「業務委託契約（平成 30 年度～令和 4 年度）」という。）の３年度目にあたり、新型コロナウイルス感染症

の拡大防止に努めつつ、大型工事である貯蔵船白島五号泊地内検査工事他、契約に定める業務を着実に遂

行した。 

業績については、当期は機構から 9,573 百万円の収入を得て、60 百万円の当期純利益となった。 

 

 



Ⅲ 令和２年度決算 

1 貸 借 対 照 表（総括表） 

 令和 3 年 3 月 31 日現在（単位：千円） 

科   目 金 額 科   目 金 額 

（ 資 産 の 部 ）  （ 負 債 の 部 ）  

流 動 資 産 6,292,589 流 動 負 債 5,106,389 

現 金 及 び 預 金 1,235,687 未 払 費 用 4,981,756 

営 業 未 収 金 4,266,951 未 払 法 人 税 等 31,892 

前 払 費 用 9,881 未 払 事 業 所 税 8,489 

未 収 消 費 税 等 779,875 預 り 金 4,616 

そ の 他 192 賞 与 引 当 金 79,634 

  固 定 負 債 427,543 

固 定 資 産 68,564 退 職 給 付 引 当 金 398,820 

有 形 固 定 資 産 13,807 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 28,723 

建 物 11,712 負 債 合 計 5,533,932 

工 具 器 具 備 品 2,094   

無 形 固 定 資 産 698 （ 純 資 産 の 部 ）  

電 話 加 入 権 84 株 主 資 本 827,221 

ソ フ ト ウ ェ ア 614 資 本 金 100,000 

投 資 そ の 他 の 資 産 54,058 利 益 剰 余 金 727,221 

長 期 差 入 保 証 金 16,902 利 益 準 備 金 25,000 

長 期 前 払 費 用 233 そ の 他 利 益 剰 余 金 702,221 

繰 延 税 金 資 産 36,922 別 途 積 立 金 90,000 

  繰 越 利 益 剰 余 金 612,221 

  純 資 産 合 計 827,221 

資 産 合 計 6,361,154 負 債 及 び 純 資 産 合 計 6,361,154 

(注) 記載金額は、千円未満を切り捨て 

 

 

2 損 益 計 算 書 

 自 令和  2 年 4 月 1 日 

 至 令和  3 年 3 月 31 日（単位：千円） 

科      目 金      額 

売 上 高  9,573,651 

売 上 原 価  9,153,903 

売 上 総 利 益  419,748 

販売費及 び一般 管理費  308,471 

営 業 利 益  111,277 

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 3  

雑 収 入 3,017 3,020 

114,297 経 常 利 益  

税 引 前 当 期 純 利 益  114,297 

法人税、住民税及び事業税 49,944  

法 人 税 等 調 整 額 3,996 53,940 

当 期 純 利 益  60,357 

(注) 記載金額は、千円未満を切り捨て 



Ⅳ 令和３年度事業計画 

来期は、機構との業務委託契約（平成 30 年度～令和 4 年度）の４年度目にあたる。新型コロナウイルス

感染予防策の徹底を図りつつ、機構との業務委託契約（平成 30 年度～令和 4 年度）に定める業務ならびに

入札に際し機構に提出した企画書に則り、個々の改善提案を着実に遂行し、緊急時における国家備蓄石油

の円滑な放出が可能となる様万全を期して事業を継続する。 

また、当社の経営方針・行動指針に基づき、令和 3 年度会社目標である「安全・安定操業の維持継続」、

「中期計画の推進による競争力強化」、「変革マインドの醸成」、「人材の育成、モラルアップの推進」、「社

会との共生、環境との調和」の達成により、引き続き基地の安全・安定操業に努めていく。 

 

 

Ⅴ 役 員 名 簿 

令和 3 年 7 月 1 日現在 

役 職 名 氏    名 備    考 

代表取締役社長 成 田 克 史  

専 務 取 締 役 黒 岩  理  

取 締 役 坂 井 俊 哉  

〃 竹 田 英 樹  

〃 平 塚 隆 明  

監 査 役 細 川 正 則 コスモ石油株式会社 

 


